
北山城跡 第２次 （Ｎｏ.９） 

３区の調査概要について 

３区の全景 
北山城跡の発掘調査は４

つの調査区に分けて進めて
います。現在は、丘の上の１
区と斜面下の３区を同時に
調査しています。これまでは
１区の様子をおもにお知ら
せしてきましたが、今回は３
区の発掘調査の様子をご紹
介したいと思います。 

 
 
 

ＳＫ263 と石組み 
３区は１区に比べると、斜

面ということもあり、遺構は
あまり多く見つかっていま
せん。今回は数少ない遺構の
中から、SK263 と名付けた

土坑
ど こ う

(大きめの穴)をご紹介し
ます。 

SK263 は、検出時には黒っ
ぽい土で埋まっていました。
その土をていねいに取り除
いていくと、底から石が見つ

かりました。石は並べられて
いるようにも、組み合わせら
れているようにも見えます。
今のところ、この石の意味は
よく分かりません。一緒に出
土した土器から、この穴が平
安時代に掘られたものであ
ることが分かりました。当初
はお墓ではないかと考えま
したが、決め手に欠けるため、
今後、さらに検討をすすめて
いきたいと思います。 

↓丘の上が１区 



平安時代の遺物 
３区は遺物の数も１区に

比べると非常に少ないので
すが、１区など丘の上の調査
区では見つかっていない、平
安時代の遺物が出土してい
ます。 
左の写真は、SK261 と名付

けた土坑から出土した平安

時代の土器（下が須恵器
す え き

、上

が灰釉陶器
かいゆうとうき

の椀）です。 
 

 
 

灰釉陶器 
左の写真は東員町の広山 B
遺跡で出土した灰釉陶器の
椀です。北山城跡の調査で出
土しているものより少し新
しい時期のものですが、参考
として、載せておきます。 
灰釉陶器というのは、植物

の灰を主成分とした 釉
うわぐすり

を
かけて、高温で焼いた陶器で

す。平安時代に愛知県の猿投
さ な げ

などで多く作られました。 
 
今のところ、３区でも城に関連する遺構・遺物は見つかっていません。北山

城は丘陵の先端部の地形を巧みに取り入れて築かれています。斜面の下半はあ
まり手を加える必要はなかったのかも知れません。 
今後の調査の進展にご期待ください。 
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